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レーダー観測による北海道オホーツク海岸沖の流氷分布*川

一一 1976年 1月-4月一一

田畑忠司・石川正雄・大井正行

福士博樹・青田昌秋・河村俊行

(低温科学研究所)

(昭和 52年 l月受理)

1. 1976年冬の流氷概況

1976年 l月-4月の北海道オホーツク海岸沖の流氷量は，記録的に少なかった。

流氷がレーダート3)ではじめて発見きれたのは，流氷分布図および第 1表に示したように，紋別i中

の 1月9日であった。しかしこの流氷は僅か 2日間で消滅した。その後，枝幸沖で流氷がみられた

のは 2月中旬の数日間に極〈少量，紋別沖では 2月中旬に数日間観測海面のほぼ半分が流氷におおわ

れたのみであった。網走沖では 1月下旬の数日間と 2月中旬から 3月上旬にかけて， ときには観測

海面のほぼ 90%が氷におおわれることがあったが，全体としてはきわめて劣勢であった。

第 1図は紋別沖の半径 20i里の海面内の 1975年と 1976年の毎日の流氷量を示したものであるが，

全体の流氷量は 1976年には前年の約 8%にすき、なかった。また枝幸沖 20i里では 1975年の僅か 2.
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第 1図 紋別沖 20 i里の流氷量の日変化

*北海道大学低温科学研究所業績 第 1820号

**北海道大学低温科学研 究 所 流 氷 研 究 地 設 研 究 報 告 第 54号

低 温 科 学 物 理 編 第 34輯資料集昭和 51年
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第 1表 1976年 1月-4月の流氷量(レーダー観測による)

校幸 4中 紋~Ij i中 網走 j中 枝幸沖 紋日Iji中 網走沖

2(0%J里) 301里 201里 301里 201里 301皇 20i里 3(0%J盟) 20i里 30i型 201里 301里
(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

l月10日 。。。 9 不明 不明 2月26日 。。。 6 34 不明

11 欠測 欠J同l 9 16 11 11 27 。。。。 37 11 

12 11 11 7 不明 11 11 28 。。。。 26 11 

13 11 11 不明 11 11 11 3月1日 。。。 5 76 11 

14 11 11 11 11 11 11 2 。 4 2 14 72 11 

15 11 11 11 11 11 11 3 。 6 1 12 59 78 

16 11 11 11 11 2 1 4 。 8 2 10 44 不明

17 11 11 。。 2 不明 5 。 4 8 不明 30 11 

18 11 11 不明 不明 不明 11 6 。。 l 1 3 26 

19 11 11 11 11 11 11 7 欠測 欠測 1 1 6 21 

20 11 11 11 11 11 11 8 11 11 1 4 26 不明

21 11 " " " " 11 9 。。。。 6 " 
22 11 11 11 11 11 11 10 。。 l 不明 12 11 

23 不明 不明 11 11 11 11 11 。。。。 l 1 

24 11 11 11 11 11 11 12 。。。。。。
25 。。。。 5 11 13 。。。。。不明

26 不明 不明 。 3 3 11 14 。。。。。。
27 11 11 不明 不明 9 11 15 。。。。。。
28 11 11 11 11 不明 11 16 。。。。。。
29 。。。。 17 26 17 。。。。。。
30 不明 不明 1 l 34 不明 18 。。。。。。
31 11 11 不明 不明 不明 11 19 。。。。。。

2月1日 l 。 1 l 29 33 20 。。。。。。
2 。。。。 9 不明 21 。。。。。。
3 。。。。 4 22 。。。。。。
4 不明 不明 不明 不明 不明 不明 23 。。。。。。
5 11 11 。。 11 11 24 。。。。。。
6 11 11 。。。。 25 。。。。。。
7 11 11 不明 不明 不明 不明 26 。。。。。。
8 11 11 。。 11 11 27 。。欠損IJ 欠抑l 。。
9 。。。。 4 11 28 。 3 11 11 不明 不明

10 。。。。 32 11 29 2 4 11 11 15 11 

11 。。 3 2 41 11 30 3 4 11 11 16 8 

12 3 5 22 12 69 11 31 不明 不明 11 11 不明 不明

13 6 19 63 不明 90 11 4月1日 3 4 11 11 10 7 

14 30 3 57 27 71 11 2 3 7 11 11 3 1 

15 不明 不明 51 不明 44 11 3 。 4 。。 l 1 

16 1 l 51 41 68 11 4 。 l 。。 l l 

17 。。 46 不明 94 11 5 。 4 。 4 l 2 

18 。。 12 16 80 73 6 。。。。。。
19 。。 6 5 84 不明 7 。。。 1 。 1 

20 欠i開l欠測 不明 不明 92 11 8 1 l 。。。。
21 。。。。 33 11 9 。 3 。。。。
22 。。。。 9 6 10 。 1 2 2 l 。
23 。。。。 3 不明 11 。。。。 1 1 

24 。。。。 1 。 12 。。。。 1 。
25 。。。。不明 不明
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5%，網走沖 20i里で、は約 25%であった。このような劣勢な流氷は 1969年のレーダーによる流氷観測開

始以来始めてのことである。北海道のオホーツク海沿岸気象官署による観測結果でもベ今年の流氷

量は最近 20年間中でもっとも少なかった。なお紋別以北の沖合については，漁業者の経験上からは

昭和年代に入ってからもっとも流氷の少ない冬であったときえ云われている o

気象衛星の資料によるとベオホーツク海全域についてみると，北部での結氷は平年並にはじま

り，氷域は 1月上旬には中央部で平年よりいくぶ、ん劣勢で、あったが，中旬・下旬にはほぼ平年並と

なった。たゾし月平均気温はオホーツク海北部から中部で平年よりも 4-8'Cも高かった。 2月の

中旬後半が今冬の流氷の最盛期であったが，月平均気温のひきつずく 2-4 'cの高温のために流氷

の勢力が弱<，氷域は平年のほぼ90%弱であった。 3月に入っても気温は依然として 2'Cほど高

し北部や中央部での氷域は平年より劣勢で、'特に月後半に顕著で、あった。この傾向は 4月にもひ

きつずいてみられた。

北海道のオホーツク海岸沖ではこのように流氷がきわめて劣勢で、あったが，根室での流氷量は 2

月:3月とも平年より可成り多く，年間としては平年より 70%も多かった4)。

II. 毎日の流氷量

1976年 1月10日から 4月 12日までの毎日午前9時頃の流氷分布図を示した。

図中の黒い部分が流氷で，破線は観測限界である。これらの図はレーダーの流氷映像を写真に撮

したものから作製した。観測が欠けたときおよび流氷と海面からのレーダ一反射電波を識別出来な

かったときには図が空白になっている。

III. 毎日の流氷量

レーダーで観測される海面中で流氷が占める面積の百分比をその海面の流氷量とよぶことにす

る。第 1表は前出の流氷分布図からよみとった各レーダー局を中心とする半径 20浬および30浬の

海面での毎日の流氷量である。流氷からのレーダ一反射電波と海面からのそれとを識別できなかっ

たときには m不明かと記入した。またレーダーの観測距離が 30埋に達しなかったときには 30浬の

欄にのみれ不明かと記入した。なお 2月27日から 3月2日の聞は紋別局のレーダーアンテナを固定

して他の目的の測定に用いたものである。

文献
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